
30建設業界 2013.1131 建設業界 2013.11

動
運
転
車
が
米
国
の
ネ
バ
ダ
州
で
初
め
て
公
道
を
走
行

で
き
る
許
可
を
受
け
、
二
〇
一
三
年
に
は
日
本
の
自
動

車
メ
ー
カ
ー
が
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
自
動
運
転
車
を
発

売
す
る
と
発
表
し
た
。
自
動
運
転
車
に
つ
い
て
は
、
法

整
備
の
問
題
、
社
会
的
受
容
性
の
問
題
な
ど
課
題
も
多

い
が
、
急
激
に
技
術
開
発
が
進
み
つ
つ
あ
り
、
近
い
将

来
、
自
動
運
転
車
が
普
及
す
る
可
能
性
が
高
く
な
っ
て

き
た
。
高
速
道
路
に
限
定
す
る
方
法
、
あ
る
い
は
自
動

運
転
車
の
レ
ー
ン
を
限
定
す
る
こ
と
も
検
討
さ
れ
て
い

る
が
、
自
動
運
転
車
と
非
自
動
運
転
車
の
混
合
交
通
に

つ
い
て
の
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　

一
方
、
貨
物
車
交
通
に
つ
い
て
み
る
と
、
Ｉ
Ｔ
Ｓ
の

活
用
は
着
実
に
進
ん
で
い
る
。
貨
物
車
の
運
行
に
つ
い

て
人
工
衛
星
を
用
い
た
通
信
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
運
行
管

理
、
業
務
管
理
が
実
用
化
さ
れ
て
お
り
、
突
発
的
な
交

通
事
故
あ
る
い
は
天
候
の
変
動
に
よ
る
経
路
変
更
や
出

発
時
刻
の
変
更
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
。
物
流
事
業
者

は
、
顧
客
で
あ
る
荷
主
の
と
こ
ろ
に
配
達
指
定
時
刻
を

守
っ
て
貨
物
を
配
送
す
る
必
要
が
あ
り
、
Ｉ
Ｔ
Ｓ
に
よ

っ
て
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
所
要
時
間
変
動
を
知
り
、

対
応
策
を
立
て
ら
れ
る
こ
と
は
非
常
に
重
要
な
こ
と
で

あ
る
。
Ｇ
Ｐ
Ｓ
（
全
地
球
測
位
網
）
を
用
い
て
貨
物
車

の
運
行
の
履
歴
デ
ー
タ
を
収
集
す
る
こ
と
も
Ｉ
Ｔ
Ｓ
の

大
き
な
役
割
で
あ
り
、
収
集
さ
れ
た
履
歴
デ
ー
タ
を
解

貨
物
車
交
通

　

こ
れ
か
ら
の
我
が
国
は
超
高
齢
社
会
で
あ
り
、
す
で

に
六
五
歳
以
上
の
高
齢
者
が
二
五
％
に
な
っ
て
い
る
。

二
〇
五
〇
年
に
は
四
〇
％
に
な
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
高
齢
者
を
含
め
て
三
世
代
が
生
き
生
き
と
活

動
し
生
活
す
る
た
め
に
は
都
市
に
お
い
て
効
率
よ
く
移

動
で
き
る
手
段
が
必
要
と
な
る
。
そ
の
た
め
に
は
Ｉ
Ｔ

Ｓ
を
活
用
し
て
高
齢
者
が
安
全
に
運
転
で
き
る
よ
う
な

運
転
支
援
シ
ス
テ
ム
を
実
用
化
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

す
で
に
衝
突
防
止
シ
ス
テ
ム
、
車
線
逸
脱
防
止
シ
ス
テ

ム
、
ペ
ダ
ル
踏
み
間
違
え
防
止
シ
ス
テ
ム
、
交
差
点
に

お
け
る
事
故
防
止
シ
ス
テ
ム
、
高
速
道
路
の
逆
走
防
止

超
高
齢
社
会
に
お
け
る
乗
用
車
交
通

析
し
、
安
全
運
転
、
燃
費
改
善
な
ど
に
役
立
て
て
い
る
。

ま
た
、
地
域
に
お
け
る
共
同
配
送
を
実
施
す
る
場
合
の

車
両
お
よ
び
貨
物
の
管
理
に
つ
い
て
も
Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
（
電

波
に
よ
る
個
別
識
別
）
タ
グ
を
用
い
た
効
率
化
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。

　

貨
物
車
交
通
の
場
合
、
あ
ま
り
一
般
の
人
の
目
に
触

れ
な
い
の
で
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
Ｉ
Ｔ
Ｓ
は
貨
物
車

交
通
に
非
常
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
て
い
る
。

特
に
ｅ
―
コ
マ
ー
ス
（
電
子
商
取
引
）
と
の
関
連
に
お

い
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
や
企
業
間
の

ｅ
―
コ
マ
ー
ス
と
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
を
融
合
し
た
シ
ス

テ
ム
は
こ
れ
か
ら
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
大
き
な
影
響
を
与
え

る
。
そ
の
基
礎
と
な
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
Ｉ
Ｔ
Ｓ

が
提
供
で
き
る
。
こ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
は
荷
主

企
業
、
物
流
事
業
者
の
み
な
ら
ず
、
金
融
・
保
険
な
ど

の
企
業
も
参
加
す
る
こ
と
に
な
り
、
さ
ら
に
行
政
や
Ｎ

Ｐ
Ｏ
（
非
営
利
法
人
）
な
ど
も
参
加
し
て
、
都
市
全
体

の
物
流
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
な
り
得
る
。
こ
の

よ
う
な
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
実
際
の
物
資
お
よ
び
ト

ラ
ッ
ク
の
流
れ
に
関
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
融
合
し
た

シ
ス
テ
ム
が
で
き
る
と
、
行
政
が
ト
ラ
ッ
ク
の
都
市
へ

の
流
入
規
制
や
混
雑
課
金
、
ト
ラ
ッ
ク
ル
ー
ト
の
指
定

な
ど
の
施
策
を
行
う
場
合
、
事
前
に
企
業
と
議
論
を
し

な
が
ら
、
効
率
性
、
環
境
負
荷
の
低
減
な
ど
の
効
果
を

予
測
し
、
評
価
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
ま
た
、
施

策
を
実
施
後
も
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施
す
る
こ
と
が
容

シ
ス
テ
ム
、
夜
間
に
お
け
る
歩
行
者
検
知
シ
ス
テ
ム
な

ど
が
開
発
さ
れ
て
い
る
。
高
齢
者
は
視
力
、
脳
機
能
お

よ
び
運
動
機
能
の
衰
え
の
た
め
に
、
運
転
に
必
要
な
認

知
、
判
断
、
行
動
能
力
が
若
年
者
に
比
べ
て
劣
る
こ
と

が
多
い
が
、
Ｉ
Ｔ
Ｓ
に
よ
る
運
転
支
援
に
よ
っ
て
交
通

事
故
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
高
齢
者

に
運
転
免
許
証
を
返
納
し
て
も
ら
う
こ
と
も
一
つ
の
選

択
肢
で
あ
る
が
、
公
共
交
通
が
十
分
で
な
い
地
域
で
は

Ｉ
Ｔ
Ｓ
に
よ
る
運
転
支
援
に
よ
っ
て
高
齢
者
が
自
動
車

運
転
を
継
続
す
る
こ
と
も
選
択
肢
と
し
て
あ
っ
て
も
よ

い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

特
に
Ｉ
Ｔ
Ｓ
の
中
で
も
自
動
運
転
シ
ス
テ
ム
の
開
発
、

実
用
化
が
急
速
に
進
み
つ
つ
あ
る
。
二
〇
一
二
年
に
自

易
に
な
り
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
都
市
物
流
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
シ
ス
テ
ム
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の

シ
ス
テ
ム
が
企
業
間
の
取
引
や
物
流
の
効
率
化
に
資
す

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
そ
れ
以
上
に
社
会
的
な
環

境
、
安
全
の
問
題
の
解
決
に
も
役
立
つ
。
こ
の
シ
ス
テ

ム
で
重
要
な
点
は
、
Ｉ
Ｔ
Ｓ
が
個
々
の
シ
ス
テ
ム
で
は

な
く
、
都
市
全
体
の
情
報
と
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
、
環
境

を
統
合
し
て
、
多
数
の
利
害
関
係
者
が
参
加
し
た
形
で
、

各
利
害
関
係
者
が
そ
れ
ぞ
れ
満
足
で
き
る
よ
う
な
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
行
う
点
で
あ
る
。

　

今
後
の
都
市
交
通
の
あ
り
方
を
考
え
る
と
、
モ
ビ
リ

テ
ィ
（
流
動
性
）、
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
（
持
続
可
能

性
）、
リ
バ
ビ
リ
テ
ィ
（
居
住
性
）
と
災
害
時
の
リ
ジ
リ

エ
ン
ス
（
回
復
可
能
性
）
が
目
標
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
四
つ
の
目
標
を
同
時
に
達
成
す
る
た
め
に
、
Ｉ
Ｔ

Ｓ
が
果
た
す
役
割
は
大
き
い
。
特
に
情
報
の
共
有
を
通

じ
て
様
々
な
利
害
関
係
者
が
共
通
の
目
標
に
向
か
っ
て

行
動
を
起
こ
す
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
Ｉ

Ｔ
Ｓ
は
大
き
な
助
け
に
な
る
。
超
高
齢
社
会
を
迎
え
、

ま
た
南
海
ト
ラ
フ
を
震
源
と
す
る
大
地
震
や
首
都
直
下

型
地
震
に
備
え
る
た
め
に
も
、
Ｉ
Ｔ
Ｓ
を
活
用
し
て
都

市
交
通
・
物
流
シ
ス
テ
ム
を
効
率
化
す
る
と
と
も
に
環

境
負
荷
、
交
通
事
故
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
低
減
さ
せ

る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

終
わ
り
に

　

Ｉ
Ｔ
Ｓ
（
高
度
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
）
を
構
成
す
る

シ
ス
テ
ム
の
う
ち
、
Ｖ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
（
道
路
交
通
情
報
通
信

シ
ス
テ
ム
）
や
Ｅ
Ｔ
Ｃ
（
自
動
料
金
収
受
シ
ス
テ
ム
）

な
ど
が
普
及
し
て
き
た
の
で
、
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
道
に

迷
わ
ず
に
目
的
地
に
行
け
る
、
あ
る
い
は
高
速
道
路
の

料
金
所
で
の
渋
滞
が
減
っ
て
イ
ラ
イ
ラ
す
る
こ
と
が
な

く
な
っ
た
な
ど
の
恩
恵
を
受
け
て
い
る
。
し
か
し
、
Ｉ

Ｔ
Ｓ
が
持
っ
て
い
る
能
力
は
個
別
の
問
題
解
決
に
留
ま

る
も
の
で
は
な
く
、
Ｉ
Ｔ
Ｓ
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
こ
れ
か
ら
の
都
市
再
生
あ
る
い
は
街
づ
く
り
に
も

っ
と
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
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